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定期総会模様

NTT代表で秋田をアピール

釣果にご満悦♪
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秋

田

⑳
秋
田
支
部

◎
支
部
定
期
総
会
開
催

6
月
5
日
午
前

1
1
時
か
ら
平
成
2
6

年
度
定
期
総
会
を

市
内
中
通
「
イ
ヤ

タ
カ
」
　
で
開
催
し

ま
し
た
。
総
会
に

は
支
部
役
員
1
0
名
、

支
部
代
議
員
1
3
名
、

相
談
役
2
名
の
計

2
5
名
が
出
席
し
司

さ
れ
た
。
佐
藤
支
部
長
が
手
術
後
の
療
養
に
専
念
す

る
事
に
な
り
支
部
長
代
行
を
努
め
て
き
た
高
橋
幸
雄

理
事
が
残
存
期
間
支
部
長
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
ま

た
相
談
役
に
元
支
部
長
出
頭
忠
雄
、
前
支
部
長
鎌
田

久
雄
の
両
氏
が
追
加
承
認
さ
れ
た
。
総
会
に
引
き
続

き
午
後
0
時
3
0
分
か
ら
懇
親
会
に
移
り
ご
来
賓
に
N

T
T
秋
田
支
店
か
ら
田
村
支
店
長
、
小
玉
副
支
店
長

揮
里
総
務
部
長
、
斎
藤
総
務
課
長
、
N
T
T
労
組
退

職
者
の
会
か
ら
支
部
協
塚
田
副
会
長
、
テ
ル
ウ
エ
ル

東
日
本
清
野
秋
田
支
店
長
、
（
株
）
　
T
T
K
八
鍬
秋

田
支
店
長
、
大
和
電
設
工
業
鈴
木
秋
田
支
店
長
、
N

T
T
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
東
谷
秋
田
支
店
長
、
千
秋

通
信
建
設
小
林
社
長
を
お
迎
え
し
、
代
表
し
て
N
T

T
秋
田
支
店
田
村
支
店
長
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
き
、
大

川
哲
男
副
支
部
長
の
乾
杯
の
発
声
の
後
、
終
始
和
や

か
に
情
報
交
換
を
行
い
有
意
義
な
一
時
を
過
ご
し
、

会
に
渡
辺
洋
子
理
事
、
議
長
に
木
村
辰
雄
代
議
員
を

選
出
し
、
平
成
2
5
年
度
中
に
ご
逝
去
さ
れ
た
1
2
名
の

会
員
に
黙
祷
を
捧
げ
て
か
ら
議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

佐
藤
春
樹
支
部
長
が
自
宅
療
養
中
の
た
め
欠
席
と
な

り
高
橋
幸
雄
理
事
が
支
部
長
代
行
し
て
挨
拶
を
行
い

続
い
て
辰
総
務
理
事
か
ら
「
平
成
2
5
年
度
会
務
報
告
」

「
2
6
年
度
事
業
計
画
（
案
）
」
、
大
和
田
常
務
理
事
か

ら
「
平
成
2
5
年
度
収
支
決
算
報
告
」
「
2
6
年
度
収
支

予
算
（
案
）
」
鎌
田
監
事
か
ら
「
平
成
2
5
年
度
会
計

監
査
報
告
」
　
の
報
告
提
案
が
あ
り
満
場
一
致
で
承
認

大
関
文
雄
副
支
部

長
の
中
締
め
の
音

頭
で
閉
会
と
な
っ

た。◎
N
T
T
秋
田
グ
ル

ー
プ
竿
燈
会
模
様

8
月
3
［
口
～
6
日

迄
の
4
日
間
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ
た

竿
燈
祭
り
は
最
終

日
の
6
日
は
多
少
の
雨
に
見
舞
わ
れ
た
が
3
日
間
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
大
勢
の
観
光
客
が
訪
れ
盛
会
裡
に

終
了
し
ま
し
た
。
6
月
9
日
に
は
早
々
に
総
会
が
あ

り
、
高
橋
支
部
長
他
3
名
が
出
席
し
、
祭
り
本
番
の

8
月
3
日
に
は
、
高
橋
支
部
長
が
騎
長
提
燈
役
の
1

人
と
し
て
参
加
し
N
T
T
秋
田
グ
ル
ー
プ
を
代
表
し

て
「
秋
田
を
ア
ピ
ー
ル
活
動
」
に
徹
し
た
。

◎
キ
ス
釣
り
大
会
　
釣
果
に
満
足

7
月
1
2
日
会
員
の
交
流
を
深
め
る
た
め
秋
田
支
部

主
催
の
キ
ス
釣
り
大
会
が
男
鹿
市
五
里
合
沖
で
行
わ

れ
た
。
地
方
本
部
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
全
東
北
の

地
区
電
友
会
に
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
日
程
が
逼
迫

し
て
い
た
こ
と
や
、
台
風
8
号
の
接
近
等
で
、
県
外

参
加
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
急
速
参
加
を
取
り

止
め
た
方
も
多
い
中
、
N
T
T
現
役
社
員
1
名
を
含

む
6
名
の
参
加
で
船
二
滑
に
分
乗
し
、
釣
果
を
競
い

合
っ
た
。

優
　
勝
　
佐
藤
　
英
夫

7
・
2
k
 
g

準
優
勝
　
金
子
　
栄
蔵
　
5
・
7
k
g
（
社
員
）
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懇親会の乾杯模様

3
位
　
　
小
畑
谷
則
夫
　
3
・
5
k
g

来
年
こ
そ
多
く
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
い
で
す
。

◎
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
操
作
説
明
会
開
催

1
0
月
1
日
午
後
2
時
～
4
時
迄
N
T
T
東
日
本
秋

田
支
店
多
目
的
会
議
室
を
拝
借
し
、
総
務
省
「
I
C

T
健
康
モ
デ
ル
　
（
予
防
）
　
の
実
証
」
事
業
の
説
明
会

が
行
わ
れ
、
先
に
実
証
参
加
の
意
向
を
示
さ
れ
た
電

友
会
員
1
6
名
、
他
会
員
7
名
が
出
席
し
た
。
健
康
で

長
寿
を
保
ち
、
行
く
末
は
P
P
K
で
あ
り
た
い
と
願

う
同
志
で
終
始
熱
心
に
説
明
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

引
き
続
き
N
T
T
東
日
本
秋
田
支
店
の
松
下
エ
リ
ア

営
業
担
当
課
長
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
操
作
説
明

会
を
実
施
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
機
器
を
参
加
者
に

貸
し
出
し
、
直
に

手
に
触
れ
て
体
験

さ
せ
て
も
ら
い
興

味
を
持
た
れ
た
会

員
が
殆
ど
で
し
た
。

高
嶺
の
花
な
の
で

と
の
声
に
相
談
に

応
じ
ま
す
と
の
答

え
で
説
明
会
を
閉

め
く
く
つ
た
。

㊨
千
秋
ク
ラ
ブ

◎
定
期
総
会
開
催

6
月
2
5
日
第
5
3
回
定
期
総
会
を
N
T
T
東
日
本
秋

田
支
店
に
近
い
　
「
イ
ヤ
タ
カ
」
　
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
渡
辺
洋
子
副
会
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
冒

頭
平
成
2
5
年
度
中
に
ご
逝
去
さ
れ
た
1
2
名
の
方
々
に

黙
祷
を
捧
げ
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

議
長
に
高
橋
蔦
二
郎
理
事
を
選
出
し
、
5
2
名
の
会

員
の
出
席
と
2
0
0
名
の
委
任
状
を
確
認
し
会
議
の

成
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。
自
宅
で
病
気
療
養
中
の
と

こ
ろ
柾
げ
て
出
席
さ
れ
た
佐
藤
春
樹
会
長
の
病
状
報

告
と
挨
拶
に
続
い
て
辰
常
務
理
事
か
ら
「
平
成
2
5
年

会
務
報
告
」
「
平
成
2
6
年
度
事
業
計
画
（
案
）
」
大
和

田
常
務
理
事
か
ら
「
平
成
2
5
年
度
収
支
決
算
報
告
」

「
2
6
年
度
収
支
予
算
（
案
）
」
そ
し
て
鎌
田
豊
四
郎
理

事
か
ら
「
平
成
2
5
年
度
会
計
監
査
報
告
」
が
あ
り
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
又
佐
藤
会
長
が
療

養
に
専
念
す
る
た
め
、
こ
れ
迄
会
長
代
行
し
て
き
た

高
橋
幸
雄
副
会
長
が
残
存
期
間
会
長
と
し
て
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
懇
親
会
で
は
高
橋
新
会
長
の
挨

拶
の
後
1
2
名
の
ご
来
賓
の
紹
介
を
順
次
行
い
ま
し
た
。

N
T
T
東
日
本
秋
田
支
店
田
村
支
店
長
、
捧
呈
総
務

部
長
、
斎
藤
総
務
課
長
、
N
T
T
労
組
平
壌
副
分
会

長
、
（
株
）
　
N
T
T
ド
コ
モ
東
北
福
井
秋
田
支
店
長
、

テ
ル
ウ
エ
ル
東
日
本
清
野
秋
田
支
店
長
、
（
株
）
　
T

T
K
八
鍬
秋
田
支
店
長
、
大
和
電
設
工
業
（
株
）
鈴

木
秋
田
支
店
長
、
（
株
）
　
N
T
T
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー

ズ
秋
田
支
店
下
総
課
長
代
理
、
日
本
コ
ム
シ
ス
小
野

秋
田
支
店
長
、
千
秋
通
信
建
設
（
株
）
小
林
社
長
を

お
迎
え
し
、
代
表
し
て
顧
問
で
あ
る
田
村
N
T
T
秋

田
支
店
長
か
ら
ご

祝
辞
を
賜
り
、
副

会
長
の
樋
渡
氏
の

発
声
で
乾
杯
、
終

始
和
や
か
に
懇
親

を
深
め
ま
し
た
。

最
後
に
N
T
T
労

組
平
壌
副
分
会
長

の
中
締
め
で
別
れ

を
惜
し
み
つ
つ
散

会
し
ま
し
た
。

◎
「
環
境
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
へ
の
参
加

N
T
T
東
日
本
秋
田
支
店
の
C
S
R
活
動
の
一
環

と
し
て
、
平
成
2
6
年
度
も
3
回
に
わ
た
っ
て
N
T
T

秋
田
支
店
中
通
ビ
ル
周
辺
の
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。
1
回
目
は
県
内
一
斉
清
掃
と
し
て
県
南
（
N

T
T
横
手
ビ
ル
周
辺
）
、
県
北
（
N
T
T
大
館
ビ
ル

周
辺
）
も
6
月
5
日
午
前
8
時
か
ら
4
0
分
程
度
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
会
員
が
参
加
。
千
秋
ク
ラ
ブ
で
は
1
0
名

が
参
加
、
2
回
目
は
8
月
3
日
～
6
日
迄
開
催
さ
れ

る
竿
燈
祭
り
に
先
が
け
て
秋
田
の
街
を
き
れ
い
に
と

の
目
的
で
7
月
3
0
日
、
1
1
名
参
加
、
3
回
目
は
1
0
月

4
日
か
ら
1
1
月
3
日
迄
県
内
全
域
で
開
催
さ
れ
る
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「
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た
2
0
1
4
」
を
前
に
地
元

地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
す
る
た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
N

T
T
ビ
ル
で
1
0
月
2
日
に
実
施
、
千
秋
ク
ラ
ブ
で
は

1
0
名
が
参
加
し
た
。

◎
N
T
T
。
O
B
余
技
作
品
展
開
催

毎
年
恒
例
の
余
技
作
品
展
を
N
T
T
労
組
退
職
者

の
会
と
の
共
催
で
平
成
2
6
年
9
月
日
日
～
9
月
1
3
日

迄
の
3
日
間
に
わ
た

り
開
催
し
ま
し
た
。

出
展
者
3
9
名
の
方
々

か
ら
、
写
真
、
油
絵
、

俳
画
、
水
彩
画
、
木

版
画
、
凧
絵
、
能
面
、

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ボ

タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
、

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
、
鎌

倉
彫
、
絵
手
紙
等
2
0

種
2
3
6
点
の
力
作

が
揃
い
ま
し
た
。
今

年
は
「
国
民
文
化
祭
」

が
秋
田
で
開
催
さ
れ

る
た
め
、
会
場
の
確

保
に
困
難
を
来
た
し

通
常
の
開
催
日
よ

り
1
カ
月
程
早
ま

り
、
し
か
も
日
曜
日
の
入
ら
な
い
日
程
等
も
あ
り
、

入
場
者
数
も
3
日
間
で
2
8
4
名
と
少
な
く
、
立
派

な
作
品
が
数
多
く
揃
っ
た
の
に
と
の
思
い
や
も
っ
と

も
っ
と
多
く
の
人
に
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

か
っ
た
と
残
念
な
気
持
一
杯
で
し
た
。
来
年
の
事
に

な
り
ま
す
が
1
0
月
9
日
～
1
0
月
1
1
日
の
希
望
が
抽
せ

ん
の
結
果
叶
え
ら
れ
た
の
で
張
り
切
っ
て
頑
張
る
所

存
で
す
。

◎
サ
ー
ク
ル
活
動

用
千
秋
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

二
疋
例
例
会

従
来
は
、
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
午
後
0
時
半
か
ら

2
時
半
ま
で
の
2
時
間
、
場
所
は
秋
田
市
郊
外
の
県

営
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が

今
年
度
か
ら
市
内
の
近
場
で
あ
る
、
一
つ
森
公
園
体

育
館
で
午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で
に
変
更
し
ま
し
た
。

近
く
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
練
習
風
景
を
ご
覧
に

な
っ
て
、
興
味
が
わ
き
ま
し
た
ら
、
参
加
し
て
く
だ

さい。但
し
、
1
月
と
2
月
は
練
習
を
休
ん
で
お
り
ま
す
。

ェ
疋
期
総
会
の
開
催

4
月
1
1
日
1
2
名
の
参
加
者
で
、
市
内
遊
学
舎
で
開

催
し
ま
し
た
。

用
意
し
た
議
案
は
す
べ
て
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
同
所
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
会
を

兼
ね
て
懇
談
を
深
め
ま
し
た
。

㈲
千
秋
囲
碁
ク
ラ
ブ

・
定
期
大
会

第
1
2
1
回

優
勝
　
冨
樫

・
定
期
例
会

第
2
5
0
回

第
2
5
1
回

第
2
5
2
回

第
2
5
3
回

8
月
9
日

囲
和

6
月
7
日

7
月
5
日

9
月
6
日

1
0
月
4
日

1
6
名
参
加

準
優
勝
　
谷
田
部
忠
哉

9
名
参
加

8
名
参
加

1
0
名
参
加

7
名
参
加

・
第
5
8
回
全
県
団
体
対
抗
囲
碁
大
会
参
加9
月
1
3
日
秋
田

市
で
開
催
（
秋
田

魁
新
報
社
主
催
）
、

現
役
と
合
同
で
5

チ
ー
ム
を
編
成
し

参
加
し
た
。
（
当

ク
ラ
ブ
か
ら
は
1
0

名
が
参
加
）
当
月

1
2
0
チ
ー
ム
　
（
3
6
0
名
）

の
参
加
チ
ー
ム
は

秋
田
県
全
域
か
ら

で
し
た
。

㈱
N
T
T
・
O
B
秋
田
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

1
0
月
8
日
の
太
平
山
c
c
を
最
後
に
平
成
2
6
年
例

会
が
終
了
し
ま
し
た
、
今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
雨
具

の
世
話
に
な
ら
ず
に
す
み
又
、
新
規
会
員
の
加
入
も

あ
り
活
気
の
あ
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。
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山盛苑でのボランティア

文化講演会模様

日
月
2
0
日
イ
ヤ
タ
カ
会
館
に
て
納
会
を
行
い
こ
の

一
年
間
プ
レ
ー
で
き
た
喜
び
と
反
省
を
語
り
合
い
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
（
平
成
2
6
年
6
月
か
ら
）

・
6
月
（
椿
台
c
c
　
2
4
名
参
加
）

優
勝
　
加
賀
谷
利
明
　
　
準
優
勝
　
法
舌
　
宏
正

・
7
月
（
ノ
ー
ス
ハ
ン
プ
ト
ン
　
1
7
名
参
加
）

優
勝
　
増
川
　
通
泰
　
′
準
優
勝
　
冨
樫
　
囲
和

・
8
月
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ
ン
チ
ユ
　
2
4
名
参
加
）

優
勝
　
高
橋
　
均
　
　
　
準
優
勝
　
鈴
木
　
光
雄

・
9
月
（
男
鹿
G
C
　
2
3
名
参
加
）

優
勝
　
渡
部
　
栄
　
　
　
準
優
勝
　
石
川
　
孝
雄

・
1
0
月
（
太
平
山
c
c
　
2
3
名
参
加
）

優
勝
　
川
村
　
方
明
　
　
準
優
勝
　
石
川
　
孝
雄

㈲
「
千
秋
月
曜
会
」

7
月
1
7
日
老
人
施
設
「
山
盛
苑
」
　
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

が
拍
手
で
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
以
前
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
来
た
時
に
お
会
い
し
た
入
所
者
達
は
表
情
が
少

な
く
固
く
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
我
々
も
い

ず
れ
行
く
道
で
す
。
今
を
思
い
切
り
、
楽
し
く
、
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
活
動
す
る
我
か

も
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
健
康
だ
か
ら
出
来

る
活
動
で
す
。
会
員
に
感
謝
し
て
、
健
康
を
願
い
な

が
ら
、
ラ
ン
チ
で
反
省
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
反
省

点
は
次
回
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

毎
月
　
第
4
月
曜
日
　
午
後
1
時
半
か
ら
2
時
間

会
場
　
秋
田
市
民
市
場
　
2
階
会
議
室

会
費
　
年
2
回
　
1
回
3
千
円
、
テ
ー
プ
、
衣
装
代

定
例
会
　
テ
ー
プ
の
曲
に
合
わ
せ
て
練
習

会
員
随
時
募
集
中
0
1
8
－
8
7
3
－
2
2
2
3

本
秋
田
横
手
支
店
長
の
斉
藤
様
よ
り
会
社
の
動
向
を

含
め
ご
挨
拶
を
頂
き
、
講
演
に
入
り
ま
し
た
。
講
演

は
2
部
に
分
か
れ
、
1
部
の
　
「
正
し
い
薬
の
使
い
方
」

に
つ
い
て
は
、
横
手
市
立
病
院
薬
剤
科
長
の
石
田
良

樹
先
生
を
お
迎
え
し
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
薬
は

人
間
が
持
っ
て
い
る
身
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力

を
手
助
け
す
る
も
の
だ
そ
う
で
す
。
処
方
箋
は
年
齢

に
合
っ
た
薬
の
量
、
効
果
が
最
大
限
活
か
さ
れ
る
量

な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
正
し
い
使
い
方
を

し
な
い
と
効
き
目
が
現
れ
な
い
等
の
お
話
を
頂
き
有

意
義
な
内
容
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
2
部
は
　
「
昔
語

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昔
語
り
は
前
回
の
講
演
会

で
好
評
で
し
た
の
で
、
今
回
も
「
横
手
ふ
る
さ
と
語

ア
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
朝

か
ら
暑
い
1
日
と

な
り
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
す
る
人
も
、
入

所
者
も
熱
中
症
の

心
配
を
し
ま
し
た

が
、
ロ
ビ
ー
に
は
、

百
人
程
の
入
所
者

㊨
秋
田
県
南
地
区
電
友
会

◎
文
化
講
演
会
開
催

・
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

1
0
月
1
5
日
、
「
会
員
の
健
康
づ
く
り
と
交
流
を
深

め
る
こ
と
」
を
目
標
に
文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
2
6
年
の
秋
田
県
は
国
民
文
化
祭
の
最
中

で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
何
か
と
忙
し
い
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
N
T
T
労
組
退
職
者
の
会
の
皆
様
に
も

ご
協
力
、
ご
尽
力
を
頂
き
、
2
5
名
の
参
加
を
得
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
大
関
会
長
の
挨
拶
、
N
T
T
東
冒

り
の
会
」
　
の
皆
様

に
お
願
い
し
た
も

の
で
す
。
楽
し
く
、

優
し
い
気
持
ち
に

さ
せ
て
頂
き
ま
し

た。

ま
た
、
今
回
勉

強
し
た
こ
と
を
参

考
に
健
康
第
一
を

モ
ッ
ト
ー
に
行
動

し
、
再
会
の
機
会
を
増
や
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す。


